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東広島市在住の造形作家。 

広島大学教育学部修了後、洋画家の福井芳郎氏に師事、小

学校教師、校長を経て定年後に本格的に制作活動に入る。 

広島県立美術館で開催された「広島芸術学会芸術展示」や

東広島美術館で開催された「トリエンナーレ東広島」など

への出展や、技術性・芸術性・創造性が他に類をみない「ゆ

め水車」を展覧会や芸術祭に出展するなど、積極的な活動

をしている。 

２０１１年には東広島市高屋町造賀小学校校庭に「ゆめ

水車」を設置し、全校児童に特別授業を行うといった地域

貢献も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

広島市在住の舞踊家。 

4歳から日本舞踊の道に入り、15歳で花柳雅豊の名を襲名、

1960 年には、呉市、広島市、坂町で稽古場を持つとともに、

長年にわたり、花柳会の要職を務めている。 

活動範囲は国内にとどまらず、米国や韓国、ヨーロッパなどへ

文化芸術親善訪問などを行っている。 

その他、文化教室や保育園での講師、けんみん文化祭ひろしま

での審査員を務めるなど、地域での伝統芸能の継承にも貢献し

ている。 

1983 年 広島市教育長賞、2012 年 広島市政功労表彰、

2013年 呉市表彰を受賞。 

広島市文化協会日舞会会長、日本舞踊花柳会中国支部長である

とともに、流派を超えた公益社団法人 日本舞踊協会広島県支

部の初代支部長としても活躍している。 
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所在地 庄原市、構成員４５人、活動歴５４年。 

400 年以上の歴史ある古式を留めた貴重なもの

で、広島県内の神楽においては唯一国の重要無形民

俗文化財の指定を受けている比婆荒神神楽につい

て、毎年行われる小神楽や式年の大神楽を行うほか、

町内外で行われる神楽競演大会や文化祭などに出

場するなど、伝統文化の振興や観光振興に大きな役

割を果たしている。 

また、2001年からは、地元の小・中学生及び高

校生を対象とした「比婆荒神神楽子ども神楽塾」を

開講するなど、荒神神楽の保存継承を図るため、後

継者の育成に力を注いでいる。 

2002年エネルギア伝統文化賞 受賞、2004年 

広島県地域文化功労者表彰 受賞。 

 

 

広広広島島島文文文化化化賞賞賞   贈贈贈呈呈呈ののの状状状況況況   

 回 開催年月日  

受賞数  

 回 開催年月日  

受賞数  

 回 開催年月日  

受賞数  

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

第１回 昭和５５年１０月２１日 １１ ４ 第１９回 平成１０年１０月２８日 ２ １     

第２回 昭和５６年１０月２１日 ８ ４ 第２０回 平成１１年１０月１３日 ２ ―     

第３回 昭和５７年１０月１４日 ５ ６ 第２１回 平成１２年１０月２５日 ２ １     

第４回 昭和５８年１０月２０日 ７ ６ 第２２回 平成１３年１０月１８日 ２ １     

第５回 昭和５９年１１月６日 ６ ６ 第２３回 平成１４年１０月２４日 ２ １     

第６回 昭和６０年１１月１３日 ５ ５ 第２４回 平成１５年１１月２１日 ２ １     

第７回 昭和６１年１２月３日 ５ ５ 第２５回 平成１６年１１月１６日 ２ １     

第８回 昭和６２年１１月２日 ３ ４ 第２６回 平成１７年１２月３日 ２ １     

第９回 昭和６３年１１月２９日 ４ ４ 第２７回 平成１８年１１月２８日 ２ １     

第１０回 平成元年１１月２０日 ４ ３ 第２８回 平成１９年１１月２６日 ２ １     

第１１回 平成２年１１月１４日 ３ ６ 第２９回 平成２０年１１月１８日 ２ １     

第１２回 平成３年１０月２５日 ６ ６ 第３０回 平成２１年１１月２６日 ２ １     

第１３回 平成４年１０月２７日 ４ ２ 第３１回 平成２２年１１月２２日 ２ １     

第１４回 平成５年１０月２２日  ３ ３ 第３２回 平成２３年１１月１４日 ２ ―     

第１５回 平成６年１０月８日 ３ ３ 第３３回 平成２５年１１月１９日  １ １     

第１６回 平成７年１０月１５日 ２ １ 第３４回 平成 25 年１１月 25 日 ― １     

第１７回 平成８年１０月１９日 ２ １ 第３５回 平成２6 年１１月２6 日 ２ １     

第１８回 平成９年１０月１５日 ２ １ 第３６回 平成27年11月16日 ２ １ 合計 個人１１６ 団体８６ 
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平平平成成成２２２７７７年年年度度度ひひひろろろしししままま文文文化化化功功功労労労者者者表表表彰彰彰   受受受賞賞賞者者者   

 

 

福山市在住、洋画家。66歳。 

1983年 福山市出身の画家 藤井軍三郎氏に師事し、油絵

を始める。以後、福山市美術展や光風会、日展などへの出品

をつづけ、2006年 第38回 日展特選（『画像の静物』）を

受賞。 

1992 年 福山市役所の新庁舎竣工記念として作品を寄贈。 

その他、2003年から始まった小学生から年配の方を対象と

する「世代間交流絵画教室」や保育所や文化センター等で、

長年にわたり講師として絵画指導を行うなど地域に貢献し

ている。 

現在、福山美術協会 理事。日展会友、光風会評議員とし

ても活躍している。 

 

 

 

 

 

三次市在住。79歳。 

高等学校教諭として勤める傍ら、三次市地方史研究会に発足

当時から参加、地域の歴史調査・研修を行う。 

1998年からは同研究会の会長として、会員の調査・研究に

ついての指導を行うとともに、三次市民への歴史発表等を行い、

歴史に関する本を執筆するなど、三次史の普及に努め、現在も

顧問として後進への助言や指導を精力的に行っている。 

2008年からは４年間、三次市文化財保護委員会委員長とし

て委員会の運営を行うとともに、文化財の掘り起しや指定を行

い、三次市民の生涯学習の推進などに貢献。 

2012 年 広島県文化財協会表彰、2014 年 三次市善行表

彰を受賞。三次市を中心とした広島県北部地域で活動している。 
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庄原市生まれ、安芸郡坂町在住。94歳。 

1985 年 定年を機に庄原市に帰郷し、生活茶器等を焼いてい

た山本氏に師事。陶芸工房を建てて 1988 年に陶芸家としての

活動を開始。 

1988年から 93年までは庄原市において、1994年からは

坂町小屋浦地区において、2004年からは呉市宮原町、広島市安

芸区矢野町においてそれぞれ陶芸教室を開講し、現在も陶芸指導

にあたっている。陶芸教室では生徒から謝金は受けず、光熱費も

自己負担で、材料費のみ徴収しており、生徒の作陶展を 1996

年、2005 年、2012 年に坂町において開催している。また、

地域の子供会においてボランティアでの陶芸指導も行っている。 

生徒の中には窯を持ち、陶芸指導を始める者も出てきており、

地域の文化振興に大きく貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

ひひひろろろしししままま文文文化化化功功功労労労者者者表表表彰彰彰   贈贈贈呈呈呈ののの状状状況況況   

年度 開催年月日 受賞数 

平成 25年度 平成 25年 11月 25日 － 

平成 26年度 平成 26年 11月 26日 － 

平成 27年度 平成 27年 11月 16日 3 

   

   

   

合計  3 
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